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プ
ル
マ
ン
市
と
は
、
平
成
元
年

の
友
好
都
市
提
携
以
来
、
親
善
訪

問
団
の
相
互
派
遣
等
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

回
は
提
携
10
周
年
と
い
う
節
目
の

年
に
ふ
さ
わ
し
く
過
去
最
多
の
15

名
が
来
日
し
ま
し
た
。

来
日
中
は
全
員
が
市
内
の
家
庭

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
家
族

の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
に

よ
り
日
本
の
生
活
習
慣
を
学
び
ま

し
た
。

北
条
高
校
で
の
体
験
入
学
で
は
、

剣
道
、
茶
道
、
華
道
と
日
本
文
化

を
紹
介
す
る
特
別
授
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
特
に
剣
道
は
中
高
生
に

大
人
気
で
、「
メ
ー
ン
!
」、「
コ
テ

!
」
と
大
き
な
声
で
熱
心
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
に
は

お
好
み
焼
き
に
挑
戦
。
ひ
っ
く
り

返
し
損
ね
た
り
し
な
が
ら
も
（
見

か
け
は
少
々
悪
く
て
も
）
お
味
は

上
々
。

善
防
中
学
校
で
は
、
同
校
の
英

語
指
導
助
手
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん

の
授
業
に
参
加
。
こ
の
日
の
授
業

は
ア
メ
リ
カ
の
ク
ッ
キ
ー
「
ス
モ

ア
ー
ス
」
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、

来
日
し
て
以
来
教
え
て
も
ら
う
一

方
だ
っ
た
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、

は
り
き
っ
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。
続
い
て
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

時
間
に
は
、
お
返
し
に
と
善
防
中

の
皆
さ
ん
か
ら
折
り
紙
の
作
り
方

を
教
わ
り
ま
し
た
。

19
日
（金）
福
祉
会
館
で
の
送
別
会

に
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は

じ
め
、
体
験
入
学
な
ど
を
通
じ
て

で
き
た
友
人
等
が
多
数
参
加
。
藤

岡
市
長
か
ら
記
念
の
メ
ダ
ル
が
一

人
一
人
に
手
渡
さ
れ
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
作
っ
た
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
の
和
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
訪
問
団
員
の
皆
さ
ん
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
加
西
市
の
皆
さ
ん
の
心
か
ら
の

も
て
な
し
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
来
年
の
３
月

加
西
市
か
ら
中
高
生
が
お
越
し
に

な
る
際
に
は
少
し
で
も
今
回
の
お

礼
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
是
非
プ
ル
マ
ン
市
へ
来
て

く
だ
さ
い
。」

すっかり打ちとけ、最後にみんななかよく記念撮影（善防中）

3
月
13
日
（土）
、
友
好
都
市
米
国
プ
ル
マ
ン
市
か
ら
中
高
生
親
善
訪
問

団
15
名
が
来
日
、
20
日
（土）
ま
で
の
8
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
北
条

高
校
や
善
防
中
学
校
へ
の
体
験
入
学
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

特特特特　　　　集集集集
プルマン中高生
親善訪問団

友
好
都
市
米
国
プ
ル
マ
ン
市
か
ら
中
高
生
親
善
訪
問
団
が
来
日

│
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
体
験
入
学
通
じ
交
流
│

引率者のリーアンさんに、プルマン市への記念品を贈呈
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協
会
で
は
、
国
際
交
流
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
会
員
を
募
集

中
で
す
。
会
員
に
な
る
と
、
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
や
外
国
語
セ
ミ
ナ
ー

受
講
料
の
割
引
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

一
般
　
二
千
円

法
人
・
団
体
　
三
万
円
　
　

市
内
に
在
住
・
通
勤
さ
れ
る
外

国
人
の
方
へ
の
日
本
語
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
の
外
国
人
受
講
生
と
、

授
業
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

く
、
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
語
学
力
は
問
い
ま
せ

ん
）
を
募
集
し
ま
す
。

期
　
間

５
月
７
日
〜
７
月
30
日

毎
週
金
曜
日
（
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
）

受
講
料
（
外
国
人
）
二
千
五
百
円

開
催
場
所

健
康
福
祉
会
館
２
Ｆ

研
修
室

問
合
先

都
市
親
善
友
好
協
会
事

務
局
（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

日
本
語
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を

都
市
親
善
友
好
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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5月16日（日）
投票時間午前7時～午後8時

加西市議会議員選挙の
投投投投票票票票日日日日です！！

加
西
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
５

月
９
日
（日）
告
示
、
５
月
16
日
（日）
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
市
議

会
議
員
選
挙
は
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
も
つ
選
挙
で
あ
る
と

同
時
に
、
21
世
紀
を
迎
え
る
加
西

市
政
の
審
議
を
今
後
４
年
間
委
ね

る
代
表
者
を
決
め
る
大
切
な
選
挙

で
す
。

み
な
さ
ん
の
意
見
や
考
え
方
を

一
票
に
託
し
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

①
昭
和
54
年
５
月
17
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

②
今
年
の
２
月
８
日
以
前
に
加
西

市
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
き

５
月
16
日
の
投
票
日
当
日
ま
で

居
住
し
て
い
る
方

③
住
民
登
録
を
し
て
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

以
上
の
要
件
が
必
要
で
す
。

４
月
26
日
（月）
以
降
、
市
内
で
住

所
の
変
わ
っ
た
方
は
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
所
へ
い
け
な
い

方
は
、
不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ

う
。

と
　
き

５
月
９
日
（日）
〜
15
日
（土）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ

市
役
所
１
階

不
在
者
投
票
所

お
ね
が
い

入
場
整
理
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
方
で
郵
便
投
票
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
５
月
12
日
ま
で
に

本
人
の
署
名
し
た
文
書
に
、
郵
便

投
票
証
明
書
を
添
え
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

等
を
掲
載
し
た
選
挙
広
報
を
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
各
世
帯
に
配
布

投票所の変更
投票区

8

旧投票所

富田小学校
体育館

新投票所

富田幼稚園

12 西横田町公会堂
東横田町
公会堂

14 中山町公会堂 大柳町公会堂

30 青野町公会堂 小印南町
公会堂

31 下芥田町公会堂
北部公流館
（泉第二保育所跡）

（開票：午後9時10分　於：農協会館）

し
ま
す
。

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
２
４

７
ヵ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
掲

示
場
に
は
候
補
者
が
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
ま
す
の
で
破
っ
た
り
落
書

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
電
話
42
│
８
７
８
１
）

候
補
者
は
、
情
実
や
買
収
、
供
応
、

動
員
合
戦
等
ム
ラ
型
選
挙
に
よ
る
こ

と
な
く
、
積
極
的
に
主
義
、
政
策
を

論
じ
る
と
と
も
に
、
公
職
選
挙
法
等

の
法
令
を
厳
守
し
、
正
々
堂
々
と
選

挙
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

【
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
】

�
買
収
　
　
�
戸
別
訪
問

�
選
挙
に
関
す
る
署
名
運
動

�
当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票

の
公
表

�
飲
食
物
の
提
供

�
選
挙
運
動
の
た
め
気
勢
を
張
る

行
為
等

暮
ら
し
に
つ
な
が
る
大
切
な
選
挙

あ
な
た
の
一
票
で
住
み
よ
い
ま
ち
を

明明明明
るるるる
くくくく
正正正正
しししし
いいいい

選選選選
挙挙挙挙
にににに
向向向向
けけけけ
てててて

投
票
の
で
き
る
方

市
内
転
居
者

不
在
者
投
票

選
挙
公
報

郵
便
投
票

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場



ケ
ア
ハ
ウ
ス
香
楽
園
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
新
設
オ
ー
プ
ン

5

学
術
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ

の
他
文
化
の
高
揚
及
び
産
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
若
者
に
、

将
来
の
期
待
を
込
め
て
、
資
金
助

成
を
す
る
加
西
市
人
材
育
成
基
金

の
贈
呈
式
が
、
去
る
３
月
25
日
に

行
わ
れ
、
荒
木
知
洋
さ
ん
（
24

歳
・
山
下
東
町
出
身
）、
田
中
英
樹

さ
ん
（
27
歳
・
鶉
野
中
町
出
身
）、

衣
笠
祐
史
さ
ん
（
18
歳
・
山
下
東

町
）
の
３
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50
万

円
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
人
材
育
成
基
金
は
、
平
成

２
年
に
加
西
市
名
誉
市
民
の
後
藤

清
一
氏
よ
り
寄
付
の
あ
っ
た
１
億

円
を
基
金
と
し
て
創
設
し
ま
し
た
。

荒
木
さ
ん
は
、
高
知
大
学
大
学

院
の
有
機
化
学
分
野
で
の
研
究
が

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
４
月
か

ら
住
友
化
学
農
業
化
学
研
究
所
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
安
全
な
農
薬
の

研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
、
北
陸
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
学
で
の
「
波
長
可

変
光
第
２
高
調
波
発
生
法
に
よ
る

固
体
表
面
の
研
究
」
に
よ
り
博
士

号
（
材
料
科
学
）
を
取
得
、
４
月

か
ら
理
化
学
研
究
所
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
研
究
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ト
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）
の

研
究
員
と
し
て
研
究
活
動
を
続
け

ら
れ
ま
す
。

衣
笠
さ
ん
は
、
小
学
４
年
生
の

と
き
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
50
m
背

泳
で
全
国
優
勝
し
た
の
を
は
じ
め
、

今
日
ま
で
国
内
外
の
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
専
修
大
学
に
進
学
さ
れ
、

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

目
指
し
て
練
習
に
は
げ
ま
れ
て
い

ま
す
。

左から、衣笠さん・田中さん・荒木さん

希希希希
望望望望
のののの
星星星星
にににに
期期期期
待待待待
をををを
込込込込
めめめめ
てててて

3333
名名名名
にににに
人人人人
材材材材
育育育育
成成成成
基基基基
金金金金
をををを
贈贈贈贈
呈呈呈呈
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加
古
川
西
部
土
地
改
良
区
（
藤

岡
重
弘
理
事
長
）
は
、
３
月
29
日

（月）
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
40
回

全
国
土
地
改
良
大
会
に
お
い
て
金

章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
昭
和
56
年
の

銅
章
、
平
成
６
年
の
銀
章
に
次
ぐ

も
の
で
、
土
地
改
良
団
体
で
は
最

も
権
威
の
あ
る
章
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
章
は
組
合
員
が
一
致
団
結

し
て
造
成
施
設
の
善
良
な
管
理
と

運
営
の
向
上
を
図
り
、
農
業
経
営

の
安
定
に
寄
与
し
た
改
良
区
及
び

農
業
団
体
に
、
組
合
員
一
人
一
人

の
名
誉
を
た
た
え
今
後
い
っ
そ
う

の
健
全
な
運
営
を
期
待
し
て
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

加
古
川
西
部
土
地

改
良
区
が
金
章
を
受
賞全国42団体を代表して表彰を受け

る藤岡理事長

４
月
20
日
�
、
鶉
野
町
に
市
内
４

番
目
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併

設
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ

ス
香
楽
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
は
、
60
歳
以
上
（
夫

婦
の
場
合
、
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
）

で
、
身
体
機
能
の
低
下
や
高
齢
等
の

た
め
、
一
人
で
生
活
す
る
に
は
不
安

が
あ
る
方
、
家
族
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
利
用
で
き

ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生
活
相

談
･
食
事
･
入
浴
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

問
合
･
申
込
先

ケ
ア
ハ
ウ
ス
香

楽
園
（
電
話
49
│
２
９
０
０
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

や
ワ
ゴ
ン
車
で
家
ま
で
送
迎
し
（
市

内
ど
の
地
区
で
も
可
）、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
温
か
い
･
お
い
し
い
食

事
と
生
活
指
導
、
健
康
チ
ェッ
ク
等
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
料

�
一
般
入
浴

１
回

５
０
０
円

�
特
殊
入
浴

１
回
１
０
０
０
円

�
食
　
　
事

１
回

５
０
０
円

利
用
時
間

月
〜
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分
頃
（
希
望

に
よ
り
時
間
延
長
も
可
能
）

申
込
先

各
町
民
生
委
員
・
あ
っ

た
か
相
談
窓
口（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

☆
介
護
相
談
･
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
手
続
き
は

○
あ
っ
た
か
相
談
窓
口
（
市
役
所

１
階
・
電
話
42
│
８
７
８
８
）

あ
る
い
は
、
次
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

○
市
立
加
西
病
院

（
電
話
42
│
４
１
３
０
）

○
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘

（
電
話
45
│
８
９
２
２
）

○
ラ
ヴ
ィ
か
さ
い

（
電
話
42
│
６
７
２
２
）



【
部
長
級
】

企
画
室
長
・
栗
山
征
三
郎
（
財

務
部
次
長
（
財
政
担
当
）
兼
事
業

検
査
官
）
▽
下
水
道
部
長
・
福
井

勇
（
都
市
建
設
部
次
長
）
▽
消
防

長
兼
消
防
署
長
・
仲
田
誠
（
消
防

署
長
）
▽
水
道
事
業
所
長
・
浅
見

健
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽

市
立
加
西
病
院
事
務
局
長
・
豊
田

正
幸
（
水
道
事
業
所
長
）

【
次
長
･
参
事
級
】

財
務
部
参
事
（
事
業
検
査
担

当
）・
辻
祥
行
（
下
水
道
部
公
共
下

水
道
課
長
）
▽
福
祉
部
次
長
兼
高

年
福
祉
課
長
・
渡
辺
武
美
（
福
祉

部
次
長
兼
高
年
福
祉
課
長
兼
あ
っ

た
か
推
進
係
長
）
▽
福
祉
部
参
事

兼
社
会
福
祉
課
長
兼
地
域
福
祉
係

長
・
能
瀬
肇
（
福
祉
部
参
事
兼
社

会
福
祉
課
長
）
▽
経
済
部
次
長
兼

農
村
整
備
課
長
・
高
見
登
志
男

（
水
道
事
業
所
次
長
兼
工
務
課
長
）

▽
都
市
建
設
部
次
長
・
本
玉
真
規

（
経
済
部
次
長
兼
農
村
整
備
課
長
）

▽
下
水
道
部
次
長
兼
管
理
課
長
・

深
田
敏
春
（
都
市
建
設
部
参
事
兼

土
木
課
長
）
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
長
・
多
田
俊
成
（
下
水
道
部
次

長
兼
管
理
課
長
）

【
課
長
･
主
幹
級
】

総
務
部
市
史
編
集
室
主
幹
・
中

谷
康
孝
（
総
務
部
市
史
編
集
室
長

補
佐
兼
市
史
編
集
係
長
）
▽
財
務

部
税
務
課
主
幹
兼
税
制
係
長
・
玉

置
博
充
（
財
務
部
税
務
課
長
補
佐

兼
税
制
係
長
）
▽
市
民
環
境
部
環

境
課
主
幹
（
公
害
担
当
）・
河
合
正

信
（
経
済
部
農
林
共
済
課
長
補
佐

兼
林
政
係
長
）
▽
福
祉
部
保
険
課

長
兼
福
祉
医
療
係
長
・
小
岩
照
雄

（
福
祉
部
保
険
課
長
兼
福
祉
医
療
係

長
兼
介
護
保
険
係
長
）
▽
福
祉
部

社
会
福
祉
課
主
幹
（
少
子
化
･
女

性
児
童
担
当
）・
高
井
宣
博
（
福
祉

部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
福
祉

部
健
康
福
祉
課
長
兼
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
事
務
長
・
三
木
恵
美
子

（
福
祉
部
健
康
福
祉
課
長
兼
保
健
指

導
係
長
兼
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
事

務
長
）
▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派

遣
（
社
会
福
祉
課
付
主
幹
）・
橋
爪

鈴
子
（
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹

（
地
域
福
祉
担
当
）
兼
地
域
福
祉
係

長
）
▽
経
済
部
農
林
共
済
課
長
・

織
辺
豊
昭
（
経
済
部
農
林
共
済
課

長
兼
農
業
共
済
係
長
）
▽
都
市
建

設
部
土
木
課
長
・
森
本
公
一
（
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
長
）
▽
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
長
・
山
本

茂
（
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
主

幹
（
都
市
計
画
担
当
）
兼
公
園
緑

花
係
長
）
▽
都
市
建
設
部
都
市
計

画
課
主
幹
兼
公
園
緑
花
係
長
・
佐

藤
正
行
（
都
市
建
設
部
都
市
計
画

課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
）
▽
下
水

道
部
公
共
下
水
道
課
長
・
井
上
正

三
（
下
水
道
部
公
共
下
水
道
課
主

幹
）
▽
水
道
事
業
所
管
理
課
長
・

志
方
顕
久
（
市
立
加
西
病
院
事
務

局
管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

▽
水
道
事
業
所
工
務
課
長
・
長
谷

川
和
史
（
水
道
事
業
所
管
理
課
長
）

▽
会
計
課
専
門
員
・
内
山
勇
治

（
財
務
部
税
務
課
収
税
専
門
員
）
▽

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
・
小

路
重
徳
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
）

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
・

石
野
敬
五
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
）

▽
教
育
委
員
会
芸
術
文
化
課
主
幹

兼
芸
術
文
化
係
長
・
植
田
通
孝

（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化
課
長
補
佐

兼
芸
術
文
化
係
長
）
▽
市
立
加
西

病
院
事
務
局
医
事
課
長
兼
地
域
医

療
室
副
室
長
兼
医
事
係
長
・
篠
倉

和
昭
（
市
立
加
西
病
院
事
務
局
医

事
課
長
兼
地
域
医
療
室
副
室
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

企
画
室
長
補
佐
・
桑
田
雅
彦

（
建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
）
▽
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
･
行

革
係
長
・
河
原
史
明
（
総
務
部
総

務
課
長
補
佐
（
行
革
･
研
修
担
当
））

▽
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
人

事
･
研
修
係
長
・
小
林
敏
明
（
総

務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
人
事
係
長
）

▽
財
務
部
税
務
課
長
補
佐
（
収
税

担
当
）・
喜
田
博
己
（
財
務
部
税
務

課
長
補
佐
兼
収
税
係
長
）
▽
市
民

環
境
部
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係

長
・
高
橋
美
里
（
会
計
課
長
補
佐

兼
出
納
係
長
兼
用
度
係
長
）
▽
福

祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
女
性

児
童
係
長
・
安
富
さ
よ
子
（
教
育

委
員
会
体
育
保
健
課
長
補
佐
兼
学

校
給
食
係
長
）
▽
福
祉
部
保
険
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
・
正
井

明
（
加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
（
社
会
福
祉
課
付
課
長
補
佐
）

▽
田
原
保
育
園
長
・
上
原
美
津
代

（
田
原
保
育
園
長
）
▽
宇
仁
保
育
園

長
・
西
田
孝
子
（
宇
仁
保
育
園
長
）

▽
泉
第
一
保
育
所
長
・
宮
長
弘
美

（
賀
茂
保
育
所
長
）
▽
泉
第
三
保
育

所
長
・
宇
高
玲
子
（
泉
第
三
保
育

所
長
）
▽
賀
茂
保
育
所
長
・
三
宅

和
子
（
北
条
南
保
育
所
長
）
▽
北

条
南
保
育
所
長
・
小
川
佳
子
（
田

原
保
育
園
長
補
佐
）
▽
経
済
部
農

林
共
済
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長
・

山
本
重
幸
（
市
民
環
境
部
環
境
課

施
設
係
長
）
▽
加
西
市
土
地
改
良

区
協
議
会
へ
派
遣
（
課
長
補
佐
）・

小
牧
久
規
（
加
西
市
土
地
改
良
区

協
議
会
へ
派
遣
（
係
長
））
▽
下
水

道
部
集
落
下
水
道
課
長
補
佐
兼
コ

ミ
プ
ラ
整
備
係
長
・
前
田
秀
典

（
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課
長
補
佐

兼
事
業
係
長
）
▽
消
防
本
部
総
務

課
長
補
佐
兼
消
防
団
係
長
・
高
井

幸
文
（
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐

（
消
防
団
担
当
）
▽
消
防
署
警
防
課

長
補
佐
・
本
多
昇
（
消
防
署
南
分

署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
▽

消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐
・
高
田

克
義
（
消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐

兼
査
察
･
指
導
係
長
）
▽
消
防
署

南
分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担

当
・
丸
本
文
彦
（
消
防
署
警
防
課

長
補
佐
兼
訓
練
技
術
担
当
）
▽
市

立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課
長
補

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
で
行
っ
た
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
度
の
異
動
は
、
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
及
び
少
子
化
対
策
へ

の
体
制
整
備
、
下
水
道
事
業
の
増
加
に
伴
う
職
員
の
配
置
に
重
点
を
置
い

た
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

6



7

佐
兼
管
理
係
長
兼
経
理
係
長
・
西

村
賢
造
（
下
水
道
部
管
理
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
）

【
係
長
･
主
査
級
】

総
務
部
管
財
課
登
記
担
当
主

査
・
坂
田
勝
利
（
総
務
部
管
財
課

主
任
）
▽
総
務
部
市
史
編
集
室
市

史
編
集
係
長
・
植
川
栄
子
（
市
立

加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
入
院
係

長
）
▽
財
務
部
財
政
課
財
政
係

長
・
高
橋
晴
彦
（
総
務
部
総
務
課

行
政
係
長
）
▽
財
務
部
財
政
課
財

政
担
当
主
査
・
古
角
宏
貴
（
財
務

部
財
政
課
主
任
）
▽
財
務
部
収
税

係
長
・
村
岡
敏
弘
（
水
道
事
業
所

管
理
課
業
務
係
長
）
▽
市
民
環
境

部
市
民
課
市
民
担
当
主
査
・
高
見

千
賀
子
（
福
祉
部
保
険
課
主
任
）

▽
市
民
環
境
部
市
民
課
年
金
係

長
・
鈴
木
幸
代
（
市
民
環
境
部
市

民
課
年
金
担
当
主
査
）
▽
市
民
環

境
部
市
民
課
市
民
相
談
係
長
・
西

本
美
佐
江
（
市
立
加
西
病
院
事
務

局
医
事
課
外
来
係
長
）
▽
市
民
環

境
部
環
境
課
施
設
係
長
・
西
岡
博

文
（
経
済
部
農
村
整
備
課
耕
地
担

当
主
査
）
▽
福
祉
部
高
年
福
祉
課

あ
っ
た
か
推
進
係
長
・
西
脇
嘉
彦

（
財
務
部
財
政
課
財
政
係
長
）
▽
福

祉
部
健
康
福
祉
課
保
健
指
導
係

長
・
山
田
冷
子
（
福
祉
部
健
康
福

祉
課
栄
養
士
主
任
）
▽
宇
仁
保
育

園
長
補
佐
・
友
重
弘
子
（
宇
仁
保

育
園
主
任
保
母
）
▽
泉
第
三
保
育

所
長
補
佐
・
霜
門
千
照
（
泉
第
三

保
育
所
主
任
保
母
）
▽
経
済
部
商

工
振
興
課
管
理
担
当
主
査
・
圓
井

景
子
（
総
務
部
総
務
課
主
任
）
▽

経
済
部
農
林
共
済
課
農
林
担
当
主

査
・
山
本
和
孝
（
経
済
部
農
林
共

済
課
主
任
）
▽
経
済
部
農
林
共
済

課
農
業
共
済
係
長
・
三
宅
貢
（
市

民
環
境
部
市
民
課
市
民
相
談
係
長
）

▽
経
済
部
農
林
共
済
課
農
業
共
済

担
当
主
査
・
後
藤
規
之
（
経
済
部

農
林
共
済
課
主
任
）
▽
経
済
部
農

村
整
備
課
農
村
総
合
整
備
係
長
・

高
井
勝
正
（
経
済
部
農
村
整
備
課

農
村
総
合
整
備
担
当
主
査
）
▽
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係
長
・
岩
本
明
久
（
建
設
省
近
畿

地
方
建
設
局
）
▽
都
市
建
設
部
都

市
計
画
課
建
築
係
長
・
大
古
瀬
隆

（
企
画
室
企
画
調
整
係
長
）
▽
都
市

建
設
部
都
市
計
画
課
建
築
担
当
主

査
・
中
倉
建
男
（
都
市
建
設
部
都

市
計
画
課
主
任
）
▽
都
市
建
設
部

用
地
課
用
地
担
当
主
査
・
小
谷
典

正
（
経
済
部
農
林
共
済
課
農
政
係

長
）
▽
下
水
道
部
管
理
課
管
理
係

長
・
松
岡
慶
一
（
下
水
道
部
管
理

課
管
理
担
当
主
査
）
▽
下
水
道
部

集
落
下
水
道
課
農
集
排
整
備
係

長
・
中
川
和
明
（
経
済
部
農
村
整

備
課
農
村
総
合
整
備
係
長
）
▽
消

防
本
部
予
防
課
査
察
･
指
導
係

長
・
井
上
貞
寿
（
消
防
本
部
総
務

課
消
防
団
係
長
）
▽
水
道
事
業
所

管
理
課
業
務
係
長
・
井
上
利
八

（
水
道
事
業
所
管
理
課
業
務
担
当
主

査
）
▽
水
道
事
業
所
管
理
課
業
務

担
当
主
査
・
南
古
幸
孝
（
福
祉
部

高
年
福
祉
課
介
護
保
険
担
当
主
査
）

▽
会
計
課
出
納
係
長
兼
用
度
係

長
・
井
上
留
美
（
福
祉
部
社
会
福

祉
課
女
性
児
童
係
長
）
▽
教
育
委

員
会
体
育
保
健
課
学
校
給
食
係

長
・
柴
田
健
一
（
加
西
市
土
地
改

良
区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽
教
育
委

員
会
同
和
教
育
指
導
室
主
査
・
甘

中
清
美
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民

館
係
長
）
▽
九
会
幼
稚
園
長
補

佐
・
西
村
幸
子
（
九
会
幼
稚
園
主

任
教
諭
）
▽
市
立
加
西
病
院
事
務

局
管
理
課
建
設
･
営
繕
担
当
主

査
・
西
岡
義
信
（
都
市
建
設
部
管

理
課
主
任
）
▽
市
立
加
西
病
院
事

務
局
医
事
課
情
報
担
当
主
査
・
三

船
敏
由
紀
（
市
立
加
西
病
院
事
務

局
医
事
課
外
来
担
当
主
査
）
▽
市

立
加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
医
事

担
当
主
査
・
谷
川
ち
あ
き
（
市
立

加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
主
任
）

【
主
任
級
】

企
画
室
主
任
・
高
倉
慧
喜
（
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
主
任
）
▽

財
務
部
税
務
課
主
任
・
今
西
利
夫

（
総
務
部
市
史
編
集
室
主
任
）
▽
市

民
環
境
部
市
民
課
主
任
・
菅
野
広

美
（
教
育
委
員
会
同
和
教
育
指
導

室
主
任
）
▽
福
祉
部
高
年
福
祉
課

主
任
・
山
本
文
子
（
経
済
部
農
林

共
済
課
主
任
）
▽
福
祉
部
保
険
課

主
任
・
志
方
正
人
（
水
道
事
業
所

管
理
課
主
任
）
▽
九
会
保
育
園
保

母
主
任
・
今
西
純
子
（
宇
仁
保
育

園
保
母
主
任
）
▽
田
原
保
育
園
主

任
保
母
・
藤
原
恵
子
（
日
吉
保
育

園
保
母
主
任
）
▽
日
吉
保
育
園
保

母
主
任
・
増
田
綾
子
（
北
条
西
保

育
所
保
母
主
任
）
▽
経
済
部
農
林

共
済
課
主
任
・
前
田
貴
子
（
教
育

委
員
会
総
務
課
主
任
）
▽
経
済
部

農
村
整
備
課
主
任
・
内
田
浩
典

（
都
市
建
設
部
用
地
課
主
任
）
▽
加

西
市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣

（
主
任
）・
桝
田
隆
章
（
加
西
市
土

地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽
都

市
建
設
部
管
理
課
主
任
・
亀
田
哲

馬
（
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
主

任
）
▽
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課

主
任
・
森
泰
利
（
都
市
建
設
部
土

木
課
主
任
）
▽
消
防
本
部
総
務
課

主
任
・
友
藤
豊
造
（
消
防
本
部
予

防
課
主
任
）
▽
消
防
署
南
分
署
主

任
・
正
中
隆
（
消
防
本
部
総
務
課

付
）
▽
教
育
委
員
会
総
務
課
主

任
・
高
井
し
げ
み
（
総
務
部
総
務

課
主
任
）
▽
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
主
任
・
岩
崎
和
女
（
経
済
部

商
工
振
興
課
主
任
）
▽
九
会
幼
稚

園
教
諭
主
任
・
深
田
日
登
美
（
日

吉
幼
稚
園
教
諭
主
任
）
▽
宇
仁
幼

稚
園
教
諭
主
任
・
周
夕
美
（
九
会

幼
稚
園
教
諭
主
任
）
▽
教
育
委
員

会
中
央
公
民
館
主
任
・
片
山
ま
ゆ

み
（
福
祉
部
健
康
福
祉
課
主
任
）

▽
市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課

主
任
・
高
井
公
子
（
市
立
加
西
病

院
事
務
局
医
事
課
主
任
）

【
主
事
･
主
事
補
級
】

総
務
部
秘
書
広
報
課
・
圓
井
明

子
（
総
務
部
管
財
課
）
▽
総
務
部

総
務
課
・
本
多
朱
美
（
総
務
部
秘

書
広
報
課
）
▽
総
務
部
総
務
課
・

柿
本
尚
一
（
財
務
部
税
務
課
）
▽

財
務
部
税
務
課
・
是
常
耕
三
（
経

済
部
商
工
振
興
課
）
▽
財
務
部
税

務
課
・
下
山
晴
一
郎
（
都
市
建
設

部
開
発
整
備
課
）
▽
福
祉
部
高
年

福
祉
課
・
桝
田
佐
和
子
（
福
祉
部

保
険
課
）
▽
福
祉
部
社
会
福
祉

課
・
小
林
由
佳
（
市
民
環
境
部
市

民
課
）
▽
宇
仁
保
育
園
保
母
・
森

恵
（
九
会
保
育
園
保
母
）
▽
経
済

部
商
工
振
興
課
・
別
府
克
紀
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
）
▽
経
済

部
農
村
整
備
課
・
大
川
征
一
郎

（
兵
庫
県
社
土
地
改
良
事
務
所
へ
派

遣
）
▽
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議

8
ペ
ー
ジ
へ
続
く
。
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会
へ
派
遣
・
原
田
正
之
（
加
西
市

土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽

加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派

遣
・
千
石
剛
（
加
西
市
土
地
改
良

区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽
加
西
市
土

地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
・
岡
田

洋
一
（
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議

会
へ
派
遣
）
▽
加
西
市
土
地
改
良

区
協
議
会
へ
派
遣
・
鈴
木
豊
寿

（
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派

遣
）
▽
兵
庫
県
社
土
地
改
良
事
務

所
へ
派
遣
・
仲
井
正
文
（
兵
庫
県

社
土
地
改
良
事
務
所
へ
派
遣
）
▽

都
市
建
設
部
土
木
課
・
山
下
寛
修

（
兵
庫
県
社
土
木
事
務
所
へ
派
遣
）

▽
兵
庫
県
社
土
木
事
務
所
へ
派

遣
・
井
上
英
文
（
下
水
道
部
集
落

下
水
道
課
）
▽
都
市
建
設
部
開
発

整
備
課
・
丸
山
常
基
（
経
済
部
農

林
共
済
課
）
▽
下
水
道
部
管
理

課
・
中
井
孝
浩
（
財
務
部
税
務
課
）

▽
水
道
事
業
所
管
理
課
・
西
浦
義

則
（
市
立
加
西
病
院
事
務
局
医
事

課
）
▽
消
防
本
部
総
務
課
・
大
谷

積
（
消
防
署
南
分
署
）
▽
消
防
本

部
総
務
課
付
・
河
合
省
吾
（
消
防

署
警
防
課
）
▽
消
防
本
部
総
務
課

付
・
神
田
富
弘
（
消
防
本
部
予
防

課
）
▽
消
防
本
部
予
防
課
・
篠
倉

由
幸
（
消
防
本
部
総
務
課
）
▽
消

防
署
警
防
課
・
甘
中
貞
好
（
消
防

署
北
分
署
）
▽
消
防
署
北
分
署
・

池
嶋
仁
介
（
消
防
署
警
防
課
）

【
技
能
労
務
職
】

衛
生
セ
ン
タ
ー
副
所
長
・
北
野

富
次
郎
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
副
所
長

（
収
集
担
当
））
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー

副
所
長
（
収
集
担
当
）・
上
原
征
幸

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
副
所
長
心
得
兼
収

集
作
業
長
）
▽
都
市
建
設
部
土
木

課
統
括
作
業
長
・
原
田
繁
（
都
市

建
設
部
土
木
課
作
業
長
）
▽
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
作
業
長
・
村

田
利
正
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
作

業
長
兼
車
両
班
長
）
▽
衛
生
セ
ン

タ
ー
収
集
作
業
長
・
内
山
幸
治
郎

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
収
集
班
長
）
▽
加

西
市
都
市
施
設
公
社
へ
派
遣
・
久

保
田
虎
雄
（
加
西
市
都
市
施
設
公

社
へ
派
遣
）
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
車
両
班
長
・
高
井
裕
之
（
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
班
長
）
▽
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
班
長
・
林

田
健
作
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収

集
班
長
心
得
）
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
収
集
班
長
・
伊
藤
和
好
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車
運
転

員
））
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
班
長
・
山
角
誠
一
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
班
長
）
▽

衛
生
セ
ン
タ
ー
収
集
班
長
・
金
沢

哲
夫
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車

運
転
員
））
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
収
集

班
長
・
山
角
和
好
（
衛
生
セ
ン
タ

ー
処
理
班
長
）
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー

収
集
班
長
・
古
田
健
三
（
衛
生
セ

ン
タ
ー
（
清
掃
作
業
員
））
▽
都
市

建
設
部
土
木
課
処
理
班
長
・
嵐
倉

仁
（
都
市
建
設
部
土
木
課
（
自
動

車
運
転
員
））
▽
市
立
加
西
病
院
中

央
検
査
科
補
助
員
・
三
船
輝
美

（
市
立
加
西
病
院
中
央
放
射
線
科
補

助
員
）
▽
市
立
加
西
病
院
中
央
放

射
線
科
補
助
員
・
山
本
久
美
子

（
市
立
加
西
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
補
助
員
）
▽
市
立
加
西
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
補
助

員
・
松
末
増
美
（
市
立
加
西
病
院

中
央
検
査
科
補
助
員
））
▽
衛
生
セ

ン
タ
ー
処
理
班
長
心
得
・
西
面
忍

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
機
械
操
作
員
、

自
動
車
運
転
員
））
▽
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
自
動
車
運
転
員
）・
藤
原

秀
徳
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
兼

自
動
車
運
転
員
））
▽
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
収
集
作
業
員
）・
増
田
久

和
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
自
動

車
運
転
員
））
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
処
理
作
業
員
）・
中
崎
孝
彦

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車
運

転
員
））
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
機
械

操
作
員
兼
自
動
車
運
転
員
）・
山
本

賢
一
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車

運
転
員
））
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
自

動
車
運
転
員
））・
三
船
隆
寛
（
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
兼
自
動
車
運
転
員
））

▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
兼
自
動
車
運

転
員
）・
大
豊
広
文
（
衛
生
セ
ン
タ

ー
（
清
掃
作
業
員
））
▽
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
兼
自
動
車
運
転
員
）・
増
田

浩
和
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
清
掃
作

業
員
））

【
医
療
職
一
】

市
立
加
西
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
部

長
心
得
・
原
田
倫
子
（
耳
鼻
咽
喉

科
医
長
）
▽
市
立
加
西
病
院
眼
科

医
長
・
安
達
功
（
眼
科
医
員
）

【
医
療
職
二
】

市
立
加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課

管
理
栄
養
士
・
大
豊
美
香
（
市
立

加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課
栄
養
士
）

【
医
療
職
三
】

市
立
加
西
病
院
看
護
部
准
看
護

婦
・
井
上
君
代
（
市
立
加
西
病
院

地
域
医
療
室
准
看
護
婦
）

【
新
採
用
】

福
祉
部
健
康
福
祉
課
（
保
健

婦
）・
重
松
美
穂
▽
市
立
加
西
病
院

診
療
部
精
神
神
経
科
医
長
・
山
本

英
雄
▽
市
立
加
西
病
院
看
護
部
看

護
婦
・
迎
山
友
美
▽
市
立
加
西
病

院
看
護
部
看
護
婦
・
内
藤
真
澄

【
平
成
11
年
3
月
31
日
付
退
職
者
】

企
画
室
長
・
後
藤
武
重
▽
下
水

道
部
長
・
織
田
重
美
▽
消
防
長
・

西
村
昭
義
▽
市
立
加
西
病
院
事
務

局
長
・
玉
井
教
夫
▽
市
民
環
境
部

次
長
（
公
害
担
当
）・
久
保
田
修
平

▽
加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派

遣
（
高
年
福
祉
課
付
主
幹
）
別
名

江
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
・
内
藤
忠
▽
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
長
・
後
藤
浩
三
▽
企
画
室

長
補
佐
・
若
杉
時
彦
▽
市
民
環
境

部
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
・

難
波
教
子
▽
市
民
環
境
部
市
民
課

長
補
佐
（
年
金
担
当
）・
大
塩
光
子

▽
泉
第
一
保
育
所
長
・
立
脇
た
ま

ゑ
▽
市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理

課
長
補
佐
兼
経
理
係
長
・
宮
田
照

美
▽
市
民
環
境
部
市
民
課
年
金
係

長
・
小
林
保
▽
都
市
建
設
部
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
長
・
田
中
克

己
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ

イ
ク
ル
作
業
長
・
深
山
安
彦
▽
都

市
建
設
部
土
木
課
作
業
班
長
・
後

藤
喜
陸
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・

リ
サ
イ
ク
ル
班
長
・
丸
本
春
男
▽

教
育
委
員
会
賀
茂
小
学
校
校
務

員
・
森
井
香
代
子
▽
市
立
加
西
病

院
診
療
部
精
神
神
経
科
医
長
・
井

上
浩
一
▽
市
立
加
西
病
院
診
療
部

内
科
医
員
・
宗
和
秀
明
▽
市
立
加

西
病
院
看
護
部
准
看
護
婦
・
高
見

た
ね
代
▽
市
立
加
西
病
院
看
護
部

准
看
護
婦
・
圓
井
洋
子
▽
市
立
加

西
病
院
看
護
部
准
看
護
婦
・
木
村

初
美

7
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き



���������������������
���������������������
���������������������

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@

���������������������
���������������������
���������������������

ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀÀ

���������������������
���������������������
���������������������

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢
¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢¢

9

加
西
市
は
、
古
代
に
は
播
磨
国
賀

茂
郡
と
呼
ば
れ
る
領
域
に
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
賀
茂
郡
が
後
に
東

西
に
分
割
さ
れ
、
加
西
と
加
東
に
な

り
ま
す
。
播
磨
国
賀
茂
郡
に
関
す
る

古
代
の
基
本
資
料
の
一
つ
に
「
播
磨

国
風
土
記
」
が
あ
り
ま
す
。

風
土
記
は
和
銅
六
年
（
七
一
三
）

に
、
政
府
が
全
国
に
命
じ
て
編
さ
ん

さ
れ
た
地
誌
で
、
国
ご
と
に
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
出
雲
国
の

も
の
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
る
ほ
か

は
、
播
磨
国
を
は
じ
め
常
陸
・
豊

後
・
肥
前
国
の
も
の
が
比
較
的
よ
く

ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
風
土
記

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
伝
承
や
地

名
の
由
来
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幸
い
な
こ
と
に
現
存
す
る
播
磨

国
風
土
記
に
は
賀
茂
郡
に
関
す
る
記

述
が
か
な
り
残
さ
れ
て
お
り
、
加
西

市
を
含
め
た
古
代
の
賀
茂
郡
の
様
子

を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

悲
劇
の
女
性
（
？
）
で
あ
る
根
日

女
の
伝
承
な
ど
は
風
土
記
に
記
さ
れ

た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
伝
承
は
、

お
そ
ら
く
ヤ
マ
ト
の
王
と
地
域
の
関

わ
り
を
考
え
る
重
要
な
鍵
に
な
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
風
土
記
に
見
え
る
人
名
・
地

名
・
寺
社
名
な
ど
も
こ
の
地
の
歴
史

を
復
元
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持

ち
ま
す
。

古
代
史
部
会
で
は
い
ま
、
こ
の
地

域
に
固
有
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
播
磨
国
風
土
記
の
本
文
の
校

訂
作
業
を
行
い
つつ
あ
り
ま
す
。
播
磨

国
風
土
記
は
江
戸
時
代
に
発
見
さ
れ

た
も
の
で
写
本
は
一
つ
し
か
な
く
、

正
確
な
文
字
づ
か
い
を
比
較
・
校
訂

す
る
の
が
不
可
能
な
の
で
す
が
、
文

意
を
追
い
な
が
ら
一
文
字
一
文
字
を

確
定
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
を
経
た
上
で
風
土
記
に

記
さ
れ
た
伝
承
と
事
実
関
係
の
照
合

を
行
い
、
歴
史
の
復
原
に
取
り
か
か

る
予
定
で
す
。（

岡
山
大
学
文
学
部
助
教
授
）

播磨国風土記の一部

「
風
土
記
」
の
世
界
│
加
西
の
古
代
を
知
る
手
が
か
り

│
播
磨
国
風
土
記
│

古
代
史
部
会
長

今
　
津
　
勝
　
紀

あなたは今、どの医療保険に加入していますか？
どんなに健康に自信があっても、一生病気やケガと無縁な人は、ひとりもいません。
いざというとき、安心して医療を受けられるように、すべての人は、必ずいずれかの医療保険に加入しな
ければなりません。
以下のような場合には、必ず14日以内に届出をしてください。

加入の届出が遅れると、国保税を最高３年間の範囲内で、さかのぼって納めていただかなければなりませ
ん。届出が遅れている方は、早急に手続きをお願いします。
保険証は、出来るかぎりその場で交付しますが、そのためには、世帯主及び本人の届け出であり、写真付
の身分証明書（免許証等）で確認する必要がありますのでご了承下さい。
また、現金給付にかかる各種申請には必ず保険証と印鑑をご持参下さい。
☆問合先 市役所保険課国保係（電話42－８７２１）

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
健康保険の資格喪失証明書

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

子供が生まれたとき 保険証、印鑑（同時に出産育児一時金の申請）

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

他の市区町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証

職場の健康保険の被扶養者になったとき （健保が未交付のときは、資格取得証明書）

死亡したとき 保険証、印鑑（同時に葬祭費の申請）

生活保護を受けるようになったとき 保護廃止決定通知書

退職者医療制度の対象になったとき 保険証、年金証書

住所・世帯主・氏名・続柄・などが変わったとき 保険証

保険証を紛失したとき 身分証明書

修学のため遠隔地に下宿するとき 保険証、在学証明書
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中
国
自
動
車
道
加
西
イ
ン
タ
ー
チ

ェン
ジ
か
ら
北
に
２
km
ほ
ど
、
赤
い
屋

根
の
泉
小
学
校
が
見
え
る
あ
た
り
か

ら
国
府
寺
池
、
長
蓮
寺
池
な
ど
上
鴨

の
里
の
名
残
り
の
池
に
囲
ま
れ
、
昔
、

北
野
村
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
野
原
が
多

か
っ
た
北
町
、
区
長
の
山
下
奉
文
と
も
ふ
み

さ

ん
の
お
宅
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
の
町
に
住
み
だ
し
て
か
ら
も
う

20
年
近
く
に
も
な
り
ま
す
が
、
当
時

は
、
ヘ
ビ
や
蛙
が
多
く
て
困
っ
た
も
の

で
す
。
で
も
こ
こ
で
穫
れ
る
天
日
で
干

し
た
お
米
の
お
い
し
さ
は
格
別
で
浜

育
ち
の
私
に
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
又
、
自
然
も
い
っ
ぱ
い
で
、
石い
そ

部べ

神
社
の
あ
る
１
４
０
m
の
三み

津つ

山や
ま

に
は
奈
良
の
都
、
元
正
天
皇
の
皇
女

が
安
芸
の
宮
島
厳
島
神
社
に
願
か
け

の
た
め
お
参
り
に
な
さ
れ
た
帰
り
、

ご
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
皇
女
を
手

厚
く
祀
り
、
皇
塚
古
墳
と
し
て
朝
な

夕
な
に
拝
む
こ
と
が
で
き
る
土
地
で
、

お
供
の
一
人
で
も
あ
っ
た
馬ば

頭と
う

六
郎

兵
衛
さ
ん
は
、
後
の
世
も
冥
福
を
祈

り
、
お
宮
を
守
り
続
け
た
と
い
う
話

と
庵
が
あ
っ
た
場
所
に
大
き
な
ク
ス
ノ

キ
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
10
月
の
石

部
神
社
の
祭
り
に
は
、
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

の

通
り
道
と
し
て
子
供
神
輿
も
一
緒
に

毎
年
参
加
で
き
る
土
地
柄
で
も
あ
り

ま
す
。
町
に
は
、
17
町
歩
の
田
畑
を

潤
す
３
つ
の
池
が
あ
り
、
去
年
樋
の

点
検
の
た
め
15
年
振
り
の
魚
じ
ゃ
こ
と
り
を

行
い
、
古
池
で
は
、
15
cm
級
の
活
き

の
い
い
鮒
が
バ
ケ
ツ
に
４
〜
50
杯
、
エ
ビ

も
と
れ
ま
し
た
」
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
戸
数
１
０
０
戸
余
、
以
前
は
７
〜

80
人
に
い
た
小
学
生
の
数
が
13
人
と

少
な
く
な
り
、
若
い
方
が
外
へ
出
て
い

っ
て
し
ま
う
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
公

民
館
、
児
童
公
園
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

施
設
も
で
き
道
路
、
水
路
な
ど
環
境

整
備
も
充
実
、
町
の
活
動
も
社
会
教

育
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、

子
供
・
地
区
委
員
・
老
人
会
の

方
々
と
さ
つ
ま
い
も
の
苗
、
大
豆
を

植
え
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
８
月

の
盆
踊
り
、
月
１
回
の
婦
人
会
の
手

芸
教
室
、
２
月
初
午
で
の
子
供
相
撲
、

平
成
７
年
か
ら
も
ち
つ
き
大
会
で
地

域
の
輪
を
広
げ
、
８
年
に
は
防
火
意

識
を
高
め
る
た
め
、
地
元
消
防
団
と

市
の
消
防
署
に
も
教
え
を
請
い
な
が

ら
自
主
防
災
組
織
も
結
成
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
南
部
コ
ミ
プ
ラ
事
業

を
隣
接
の
５
町
と
計
画
し
、
着
工
す

る
運
び
で
す
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

住
宅
街
の
真

ん
中
に
ひ
と
き

わ
高
い
お
寺
は

１
８
０
１
年
に

再
建
さ
れ
た
有あ
り

田た

山さ
ん

光こ
う

福ふ
く

寺じ

で
、
現
住
職
で

14
代
目
と
い
う

古
い
お
寺
の
本

尊
に
は
、
木
造

立
像
の
阿
弥
陀

如
来
が
あ
り
、

寺
の
宝
と
し
て
蓮
如
上
人
真
筆

れ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
し
ん
ぴ
つ

の

「
六
字
尊
号
」
が
一
幅
い
っ
ぷ
く

秘
蔵
さ
れ
お

り
、３
０
０
坪
の
境
内
に
建
つ
本
堂
は
、

町
の
信
仰
を
集
め
、
寺
の
一
角
に
は
、

命
の
尊
さ
を
詠
む
処
世
訓
が
書
か
れ

て
あ
る
な
ど
、
町
の
人
が
安
ら
げ
る

場
所
で
す
。「
お
年
寄
り
も
増
え
て
い

る
な
か
、
先
日
石
部
神
社
で
花
見
を

し
て
交
流
を
深
め
、
ま
す
ま
す
コ
ミ

ュニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
た

い
で
す
ね
」
と
町
の
将
来
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

石
部
神
社
の
花
見
の
歓
声
が
鳴
り

響
く
な
か
、
花
吹
雪
が
風
に
舞
い
、

新
し
い
萌ほ
う

芽が

が
ふ
く
ら
む
そ
ん
な
町

の
息い

吹ぶ
き

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

北町区長の
山下さん

親鸞聖人の流れをくむ、有田山・光福寺

まちの数字 112世帯　363人
（男175人・女188人）

次回は別所町の予定です。

祈
り
と
あ
た
た
か
い

こ
こ
ろ
に
ふ
れ
る
町

石部神社での花見風景
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去
る
３
月
14
日
（日）
、
知
的
障
害

者
学
習
会
こ
こ
ろ
み
教
室
を
行
い

ま
し
た
。「
で
か
け
よ
う
ド
イ
ツ
の

森
へ
」
と
題
し
、
参
加
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
計
17
名
は
、
岡
山
へ
向

か
い
ま
し
た
。

でででで
かかかか
けけけけ
よよよよ
うううう
″″″″ドドドド
イイイイ
ツツツツ
のののの
森森森森
″″″″へへへへ

３月18・19日、ＮＨＫ大河ドラマ
「元禄繚乱」で赤穂義士ゆかりの地を
紹介するミニ紀行の収録が行われ、
“三ガク寺”の一つで浅野家代々の位
牌を祀る久学寺や、奥野将監（おく
のしょうげん）住居跡の磯崎神社な
どが撮影されました。

古法華自然公園内の大柳ダム北東
の山頂にログハウス風のかわいい四
阿（あずまや）ができました。笠松
山展望台やダム湖上流部すぐの園内
道路際から行くことができます。
天気のよい日に一度訪れてみてく

ださい。

古法華自然公園に新スポット出現

新園舎の前で、早速の記念撮影

３月13日（土）、公立文教施設整
備事業としてかねてから西在田小学
校運動場跡地に建築中でありました
西在田幼稚園新園舎の竣工式行われ
ました。
新しくなった園舎に園児たちも大
喜びです。

西在田幼稚園舎が完成

久学寺などを紹介大河ドラマ「元禄繚乱」

わ
た
し
の
夢

九
会
小
学
校
六
年

黒
田
　
春
香
さ
ん

私
は
、
福
祉
の
仕
事
に
興

味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お

年
寄
り
の
人
た
ち
が
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
け
る
手
助
け
を

し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

介
護
す
る
家
族
の
相
談
に
の

っ
た
り
、
独
り
暮
し
の
お
年

寄
り
の
話
し
相
手
に
な
っ
た

り
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な

が
ら
、
み
ん
な
が
楽
し
く
生

活
で
き
る
と
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。

特
選
「
花
火
」

玉
田
菜
月
さ
ん
（
4
歳
・
玉
野
町
）

第58回全国教育美術展で特選１
名・入選９名が選ばれた白竜保育園
が参加3093校園の中から地区学校賞
教育委員会賞を受賞、善防中学校も
同教育美術奨励賞を受賞しました。

全国教育美術展
白竜保育園、善防中学校が入賞

ド
イ
ツ
の
森
に
着
く
と
す
ぐ
に

お
昼
ご
は
ん
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

す
。
お
し
ゃ
べ
り
好
き
の
Ｉ
さ
ん

は
、
パ
ワ
ー
炸
裂
。
得
意
の
テ
レ

ビ
番
組
情
報
を
と
こ
と
ん
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

食
後
は
自
由
行
動
で
す
。
羊
に

触
わ
っ
た
り
、
自
転
車
に
乗
っ
た

り
、
春
の
空
気
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

は
高
校
生
も
含
ま
れ
て
い
て
、
初

め
て
な
が
ら
も
懸
命
に
障
害
者
の

方
と
接
し
よ
う
と
し
て
い
る
姿
が

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

楽
し
く
は
し
ゃ
い
だ
分
だ
け
疲

れ
た
の
か
、
帰
り
は
ク
ー
ク
ー
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

放送は9月5日の予定

内
輪
も
め
終
わ
っ
て
も
黒
い
ベ
ー
ル
の
烏
達

風
景
は
い
つ
も
イ
ー
ゼ
ル
の
向
う
側
で
思
案
顔

風
　
陽
の
匂
う
ふ
と
ん
に
ひ
ゆ
る
り
と
甘
え
て

砂
時
計
の
中
の
内
緒
の
話
　
人
形
が
聞
こ
え
る

陽
だ
ま
り
の
静
け
さ
の
中
に
あ
る
死
の
匂
い

こ
と
ば

じ
っ
と
押
え
る
と
先
ず
顔
か
ら
わ
ら
う

手
の
平
サ
イ
ズ
の
ロ
マ
ン
ス
に
ち
ょ
っ
と
ト
キ
メ
ク

「
時
」
と
云
う
函
、
封
印
　
喜
び
哀
し
み
入
れ
た
ま
ま

荻
野
　
享

い
し
だ
實

岡
　
夕
花

北
村
栄
一

山
本
二
昭

辻
　
美
沙

永
田
和
江

井
塚
理
人
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同和教育
シリーズ

3．地域社会で
地域社会のあり方の問題として、子ども同士がふれ

あう場や機会が少なくなってきたことがあります。都市
化は、私たちの生活を便利にする一方で、子どもたちか
ら家の近くの遊び場を奪ってしまいました。また、塾通
いや習いごとも増え、空いた時間は自分の部屋でテレビ
ゲームなどに興じることが多くなり、子どもたちが近く
の公園で一緒に遊ぶ姿をあまり見かけなくなりました。
本来、地域社会で催されているお祭りやイベント会場

は、みんなが自由に集う場であり、自分が地域社会の
一員であることを実感する場なのです。
しかし、最近、「ともに集う」という意識が低くなり、
お祭りやイベントを開催する場の確保も難しくなってき
ているように思われます。
地域社会のあり方が問われている今こそ、まず、自分

から出会いを求めて足を運び、人々の輪に入り、語り合
うことからはじめたいものです。そうすることによって、
自分と地域とのかかわりも新たに築きなおされていくの
ではないでしょうか。

つなごう 子どもの心 大人の心

……人権標語優秀作品……
みかけより　心の中が大事だよ

きらいなんていわないで
九会小６年　須田麻友美さん

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

―
平
成
10
年
度
　
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
か
ら
―

ふ
え
る
喫
煙
経
験

平
成
10
年
12
月
末
現
在
、
児
童
生
徒
の
喫
煙
は
61
人
で
前
年

よ
り
41
人
ふ
え
、
３
・
０
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
の
喫
煙
が
多
く
な
り
、
中
高
生
か
ら
小
学
生
（
高
学
年
）
へ

と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

喫
煙
場
所
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
の
前
、

裏
、
学
校
の
ト
イ
レ
、
屋
上
へ
の
踊
り
場
、
公
園
、
神
社
の
境
内
、
子
ど
も

部
屋
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

喫
煙
の
き
っ
か
け
は
、
好
奇
心
で
親
の
タ
バ
コ
を
手
に
す
る
ケ
ー
ス
な
ど

が
多
く
、
中
高
生
で
は
友
人
か
ら
進
め
ら
れ
る
場
合
が
典
型
的
で
す
。

―
喫
煙
防
止
の

た
め
に
―

●
家
庭
で
未
成
年
者
の
喫
煙
を

許
さ
な
い
。

●
た
ば
こ
の
害
を
き
ち
ん
と
説

明
す
る
。

●
命
令
で
は
な
く
話
し
合
い
で

自
分
で
き
め
さ
せ
る
。

●
友
人
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
誘

惑
に
負
け
な
い
説
得
力
を
。

●
他
人
へ
の
迷
惑
な
ど
の
説

明
。

●
快
適
で
健
康
的
な
暮
ら
し
の

一
環
と
し
て
。

平
田
遺
跡
は
手
前
川
と
千
歳
川

（
下
里
川
）
の
間
に
あ
る
狭
小
な
微

高
地
上
に
展
開
す
る
集
落
遺
跡
で

す
。
調
査
で
は
弥
生
時
代
末
（
約

千
八
百
年
前
）
頃
の
竪
穴
式
住
居

跡
が
二
棟
見
つ
か
っ
て
お
り
、
す

ぐ
横
に
は
河
川
跡
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
集
落
の
規
模
は
小
さ
か
っ

た
よ
う
で
す
。

下
里
川
上
流
域
で
の
弥
生
時
代

の
集
落
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
末

頃
に
な
っ
て
は
じ
め
て
形
成
さ
れ

た
よ
う
で
す
が
、
居
住
地
に
は
平

田
遺
跡
の
よ
う
に
河
川
の
氾
濫
源

の
微
高
地
上
や
、
周
辺
の
小
谷
遺

跡
や
村
前
遺
跡
の
よ
う
に
台
地
上

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
居
住
地
の
選
地
の

違
い
は
平
田
遺
跡
に
比
べ
て
小
谷

遺
跡
や
村
前
遺
跡
が
比
較
的
大
規

模
な
集
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集

落
に
何
ら
か
の
機
能
的
な
差
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

72

平
田
遺
跡
…
西
上
野
町

川
の
氾
濫
原
に
あ
る
集
落
跡
？

弥
生
時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡
発
見
!

円形竪穴式住居跡

喫煙経験者
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を
お
渡
し
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
時
間
の
あ
る
と
き
に
製
剤
し
た

り
、
予
製
薬
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。
薬
袋
の
表

記
に
つ
い
て
は
工
夫
し
て
お
り
ま
す
が
、
分
か

り
に
く
い
こ
と
が
あ
れ
ば
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
帰
宅
さ
れ
て
か
ら
気
付
か
れ
た
と
き
は

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。
患
者
さ
ん
自

身
が
安
心
し
て
お
薬
と
付
き
合
っ
て
頂
く
こ
と

が
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。
医
療
を
全
て

医
師
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
時
代
で
は

な
く
な
り
、
例
え
ば
″お
薬
″
の
こ
と
で
は
、

患
者
さ
ん
と
医
師
と
薬
剤
師
は
薬
物
治
療
の

効
果
を
上
げ
る
と
い
う
点
で
目
的
を
一
つ
に
し

て
い
る
共
同
作
業
の
同
志
と
言
え
ま
す
。
薬

剤
師
だ
け
で
は
即
答
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
質
問
に
は
お

答
え
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
″お
薬
の
情

報
″
も
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

病
棟
活
動
で
は
入
院
患
者
さ
ん
の
処
方
箋

を
監
査
し
て
調
剤
し
た
り
、
注
射
薬
を
取
り

揃
え
て
名
前
を
記
入
し
て
病
棟
へ
渡
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
医
師
の
要
請
が
あ
れ
ば
一
週
間

に
一
度
は
ベッ
ド
サ
イ
ド
に
出
向
き
、
患
者
さ

ん
や
付
き
添
わ
れ
て
い
る
家
族
の
方
に
薬
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
服
薬
指
導
の
目
的
は

①
患
者
さ
ん
の
不
安
を
除
い
て
薬
物
療
法
の
意

味
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
自
ら
も
治
療
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
②
副
作
用
の
防
止
と

早
期
発
見
の
た
め
に
薬
が
正
し
く
服
用
さ
れ

て
い
る
か
を
チ
ェッ
ク
し
、
体
調
や
自
覚
症
状

を
お
尋
ね
し
て
投
薬
の
適
正
さ
・
投
与
方

法
・
量
・
間
隔
等
を
検
討
し
、
必
要
な
場
合

に
は
薬
剤
の
変
更
や
中
止
を
医
師
に
進
言
し

ま
す
。
言
い
換
え
る
と
薬
剤
師
と
し
て
医
師

や
看
護
婦
さ
ん
に
薬
の
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
チ
ー
ム
医
療
を
充
実
さ
せ
て
患
者

さ
ん
の
た
め
に
最
良
の
医
療
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

新
し
く
始
ま
っ
た
薬
剤
情
報
提
供
と
服
薬

指
導
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

当
院
の
薬
剤
部
は
薬
剤
師
12
名
・
補
助
員

１
名
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
内
科
・
神

経
内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
耳
鼻
科
・

精
神
神
経
科
・
産
婦
人
科
・
小
児
科
・
眼

科
・
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
・
放
射
線
科
・

麻
酔
科
の
診
療
部
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
・
手
術

室
・
１
〜
６
の
入
院
病
棟
で
使
用
さ
れ
る
薬

（
内
服
薬
・
外
用
薬
・
注
射
薬
・
処
置
薬
等
）
や

輸
血
用
血
液
を
適
正
配
置
し
て
、
医
師
に
よ

る
診
療
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
薬
剤
部
で
扱

う
薬
は
約
１
０
０
０
品
目
で
す
が
、
医
学
の
進

歩
に
つ
れ
新
薬
が
次
々
に
発
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
増
加
す
る
ば
か
り
で
す
。
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
薬
品
は
削
除
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
薬
の
情
報
の
整
理
と
共
に
品

切
れ
を
起
こ
さ
な
い
で
し
か
も
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク

を
な
く
す
た
め
に
は
在
庫
管
理
が
大
切
で
す
。

外
来
診
療
を
済
ま
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
処

方
箋
を
薬
局
に
出
さ
れ
ま
す
と
、
迅
速
か
つ

正
確
に
調
剤
を
し
て
待
ち
時
間
を
少
な
く
薬

市立加西病院

薬剤部

原　　美鈴

市
立
加
西
病
院
薬
局
と

″お
薬
の
情
報
″に
つ
い
て

食事のあとの食べかすと口の
中の細菌で、歯垢から歯石に移
行します。その歯垢が一番歯や
歯ぐきに悪影響を与えます。そ
こで少なくとも歯ブラシで落と
せるネバネバの歯垢の段階で落
とし、歯や入れ歯を守りましょ
う。

（加西市歯科衛生士会）

歯垢から歯を守ろう

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①きぬこし豆腐（１丁）、鶏ムネ肉又はささ身ミンチ（100g）、
シイタケ（２～３枚）、青ネギみじん切り（大さじ１）、片
栗粉（大さじ２）、生姜すりおろし（小さじ１）、中華ス
ープの素（小さじ１）、しょうゆ（大さじ１）の材料を粘り
が出るまでよく混ぜる。

②平皿に一口ぐらいの大きさに丸めた①を並べ上から千
切りにした焼売の皮をうすくかける。
③蒸気のあがった蒸し器に入れ15分くらい蒸す。
（タレ）ポン酢＋焼肉のタレ＋辛子、しょうゆ＋レモン＋一味唐がらし

健康づくりのための保健衛生モデル事業
を九会地区で取り組んできました。健康で活
力ある町づくりをめざし、町ごとに住民の
方 と々共に今、何ができるか話合い、町ぐる
みで健康づくりを考えていくきっかけのひとつ
になればと期待と不安を抱きながら骨粗鬆症
健診を町の公会堂で行うことにしました。そ
して、健診の結果をふまえた感想も頂きまし
た。
「戦前戦中の食料のない時代に食育期を
過ごし、麦飯大豆飯めざしいりこ等美食が
出来なかったことが良い結果につながった」
「子供の時から好き嫌いが多く食も細かった
せいか結果はよくなかった。最近は毎日カル
シウム・ビタミンを摂るように努力している。自
分の骨の密度が確認できよかった」「今まで
の体力に対する自信が何となく崩れていく様
な不安を感じている。骨健診結果の反省を
ひとつの区切りとしてこれからの第２の人生に
むかって自重自愛をモット－に後半の人生を
楽しみたい」「三度三度食事に携わってくれ
る主婦の役割が重要であることを痛感」「大
変よい成績で驚き、中学の息子にお母さん
が初めて人に自慢できることができたねと褒
められました」「平素疎遠ぎみの町内の方々
とも会話の機会が持て、交流を深められた
ことは私にとってよい体験となった」等です。
ひとつの健診から住民の方々が自分の生
活を振り返り、改めて自分の健康や住み慣
れた地域や環境・人間関係などをも考えて
おられることを知ることができた今までにない
実のある事業でした。
このようにみんなで考えると素敵で楽しい町
をつくりあげることができると思います。

ひとつの健診から
保健衛生モデル事業

〈シェフから一言〉
中に入れる具はカニ缶・コ

ーン等いろいろ工夫して、
つけあわせには緑黄野菜も
たっぷりと。

い
ず
み
会
会
員
（
北
条
町
栗
田
）

石
橋
　
和
子
さ
ん
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４
月
よ
り
、
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
の
開
館
時
間
（
但
し
月
・
水
・

金
曜
日
）
が
１
時
間
延
長
さ
れ
、

午
後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
場
と

し
て
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
同
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
夜
間

利
用
時
間
を
延
長
し
ま
す

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
（
計
10
回
、
雨
天
中
止
）

対
　
象

市
内
在
住
の
成
人
の
方

で
、
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た

い
方
ま
た
は
初
心
者

定
　
員

20
名

内
　
容

硬
式
テ
ニ
ス
の
基
礎
技

術
か
ら
簡
易
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ま

で参
加
費

２，
０
０
０
円

申
　
込

４
月
20
日
（火）
〜
28
日
（水）

ま
で
先
着
順
。
参
加
費
を
添
え
て

直
接
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）
ま
で
。

期
　
日

５
月
23
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

泉
中
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

40
歳
以
上
の
女
子

で
編
成
（
６
人
制
）

参
加
方
法

５
月
19
日
（水）
ま
で
に

壮
年
女
子
部
長
「
織
田
ミ
チ
ヨ
」
宅

第
3
回

つ
つ
じ
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
電
話
44
│
０
７
０
３
）
ま
で
電
話
で

参
加
料

１
チ
ー
ム
１，
０
０
０
円

日
　
時

５
月
30
日
（日）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　
場

北
条
小
学
校
体
育
館

申
　
込

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
42
│
０
５
１
２
）

※
秋
の
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

購入して8ヶ月の片手鍋で、湯をわかし
て持ち上げたら、突然取っ手が折れ熱湯で
手にやけどを負った。原因を調べてほしい。
この場合は直径18�の小型鍋なのに、

ガスコンロの火が大きすぎたので、合成樹
脂製取っ手の耐熱温度を超えた為と推定さ
れました。
「製造物責任法」により通常の使用方法

であったのに、製品の欠陥が原因で事故が
起こり、生命・身体・財産上の被害に会っ
た場合は、その製品メーカーや輸入業者に
損害賠償を求めることができます。
事故品は保存し、写真を撮るなど証拠を

残しておきましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階��8739）

消費生活相談Q&A 「製品事故のトラブルは？」
Ｑ

Ａ

ハナサク

入 湯 料 300円
入浴時間
10：00～18：00
（月曜日を除く）

毎月26日はハーブ湯の日

皆さんのオアシス
健康福祉会館大浴場のご利用を

※土、日曜日、祝・祭日は休館となり
ます。

金

8
時
30
分
〜
20
時
00
分

木

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

水

8
時
30
分
〜
20
時
00
分

火

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

月

8
時
30
分
〜
20
時
00
分

曜
日

開
館
時
間

日
　
程

５
月
11
日
〜
７
月
13
日

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

【種　目】
①中学男子 1年100m 2.3年100・200・800m 1年1500m 2.3年
1500・3000m 走高跳　走幅跳　砲丸投（4kg）
②中学女子 1年100m 2.3年100・200m 1年1500m 2.3年1500m 走高
跳　走幅跳　砲丸投（2.72kg）
③一般男子（高校生を含む）100 ・200・400・800・1500・5000m 走
高跳　走幅跳　三段跳　砲丸投（5.4kg）
④一般女子 100・200・1500m 走高跳　走幅跳　砲丸投（4kg）
⑤少年少女（小学生）1年50m 2年50m 3年50m 4年100m 5年100m
6年100・800m 走幅跳 ソフトボール投　4年4×100mリレー 5年4×
100mリレー 6年4×100mリレー
※1  800m・走幅跳・ソフトボール投は4年生以上に限る。※2  800mと4×100mリレーはタイムレースでおこなう。

⑥壮年男子（35歳以上）49歳以下100m 50歳以上100・3000m 走幅
跳　砲丸投（4kg）
⑦壮年女子（30歳以上）100・1500m
◎年齢別種目は平成11年4月1日現在の満年齢とする。

【参加資格】市内に居住、通勤、通学している方
【参加制限】少年少女4～6年生は1人２種目以内（リレーを除く）。1～3年生
は1人1種目

【参加費】高校生以上・1人 400円（2種目以内）3種目以上の場合 800円
中学生・1人 200円（2種目以内）3種目以上の場合 400円　少年少
女・4～6年生1人 200円（2種目以内）、1～3年生1人 100円（1種目）、リ
レー・1チーム400円　※大会当日に納入してください。

【参加申込】５月６日�までに所定の申込用紙もしくはハガキに種目・
住所・電話番号を明記の上、〒675－2303 北条町古坂882－14 加
西市陸上競技協会　植田正吾まで（��３２５３）

【締　　切】５月６日�必着
【問 合 先】教育委員会体育保健課（��８７７３）

【雨天時の問合先　北条中学校（��６３００）】

4月から善防公民館は日曜日も開館しています。
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〈ママの一言〉
�あか ち

．
ろ
．
きいろ� 今日も聞こえてくる、かわいい莉央の歌声。最近

ではお兄ちゃんの真似ばかり。強くたくましく育っている我が家の花一輪。これ
からもう～んと大きくなぁれ。（ママ・亜希子さん）

山本莉央ちゃん（鶉野上町）
1歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
５月７日（金）午前10時～午後３時　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
５月７日（金）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
５月６日（木）健康福祉民館
５月13日（木）農村環境改善センター・５月20日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
４月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年２月生れの乳児 ４月27日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年12月生れの乳児 ５月６日（木） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年11月生れの幼児 ５月11日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年11月生れの幼児 ５月18日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ５月12日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ５月12日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。
■歯科保健相談
希望者　５月12日（水）保健所 午後１時～２時
母子健康手帳・筆記用具を持ってきて下さい。

4月18日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42－４０５７）
25日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44－０２２５）
29日（木） 米田病院 （尾崎町・電話48－３５９１）

5月 2日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42－５７１５）
3日（月） 坂部整形外科 （北条町・電話43－１４４４）
4日（火） さたけ小児科 （北条町・電話43－１７１７）
5日（水） 大杉内科医院 （別府町・電話47－００２３）
9日（日） つつみ神経内科（野上町・電話45－２０５０）
16日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42－６０００）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
５月20日（木）・６月17日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書

ル
大
会
で
は
１
チ
ー
ム
に
１
名
の

認
定
審
判
員
が
必
要
で
す
。

日
　
時

５
月
30
日
（日）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
場

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

高
校
生
以
上

種
　
目

男
女
別
で
団
体
戦
と
シ

ン
グ
ル
ス

参
加
費

団
体
戦
２，
０
０
０
円

シ
ン
グ
ル
ス
４
０
０
円
（
高
校
生

は
各
半
額
）

申
込
方
法

４
月
30
日
（金）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

加
西
オ
ー
プ
ン

卓
球
大
会

〔おはなし会〕
5月8日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
4月20日（水）・29日（木）
5月 4日（火）・ 5日（水）
5月11日（火）～20日（木）

寂しさの極みの地（曽野綾子著）
「いい人」をやめると楽になる（曽野綾子著）
本当は恐ろしいグリム童話（桐生　操著）
松本坊主（松本人志著）
いいわけするな!（春山　満著）
地雷なき地球へ（目加田説子著）
子育て・楽天主義（山田　真著）
他力（五木寛之著） ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

う
え
〒
６
７
５
│
２
４
６
１
佐
谷
町

１
８
３
加
西
市
卓
球
協
会
　
楠
田

太
郎
（
電
話
44
│
０
７
２
８
）
ま
で

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
好
き
な
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

毎
週
日
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

加
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

年
会
費

２，
０
０
０
円

連
絡
先

森
寿
樹
ま
で

（
電
話
44
│
１
８
７
０
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
生
募
集

り お

要
介
護
認
定
は
、
前
回
説

明
し
ま
し
た
訪
問
調
査
の
結

果
を
全
国
同
じ
基
準
の
①
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
た
判

定
結
果
と
②
特
記
事
項
及
び

③
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
に

よ
っ
て
、
10
月
か
ら
市
で
設
置

さ
れ
る
「
介
護
認
定
審
査
会
」

で
総
合
的
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

審
査
会
は
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
専
門
家
５
人
程
度
で

構
成
さ
れ
、
認
定
結
果
は
次

の
と
お
り
分
類
さ
れ
ま
す
。

訪
問
調
査
を
受
け
る
と
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
る
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
66

お
答
え

※図書館資料手入れのため、5月11日（火）から
20日（木）までの10日間、休館いたします。

問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

資料手入期の
お知らせ
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こ
の
度
、
消
防
庁
舎
の
新
築
に

併
せ
消
防
の
中
枢
と
も
言
え
る
、

緊
急
通
信
指
令
施
設
を
整
備
し
ま

し
た
。

こ
の
緊
急
通
信
指
令
施
設
は
、

「
１
１
９
番
」
の
通
報
が
あ
っ
た
と

き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て

素
早
く
災
害
の
地
点
と
、
出
動
す

る
車
を
選
別
し
、
自
動
的
に
指
令

を
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
通
報
者
の
正

確
な
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆
ま
ず
、
災
害
が
発
生
し
た
ら

◎
火
事
の
場
合

（
建
物
火
災
・
山
火
事
等
）

◎
救
急
の
場
合

（
急
病
・
交
通
事
故
等
）

◎
救
助
の
場
合

（
労
災
・
水
難
・
交
通
事
故
等
）

火
事
、
救
急
、
救
助
か
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔「
1
1
9
番
」
に

必
ず
必
要
な
情
報
〕

☆
続
い
て
、
場
所

◎
町
名
・
番
地
ま
た
は
、
目
標
物

◎
世
帯
主
名

◎
電
話
番
号

こ
れ
ら
の
情
報
を
、
あ
わ
て
ず

正
確
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
九
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

二
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
二
十
六
名
〕

・
一
般
受
講
者

▽
久
保
功
一
（
笠
屋
）
▽
岩
田
明

（
第
三
住
宅
）
▽
平
山
正
昭
（
古
坂
）

▽
大
西
光
男
（
西
南
）
▽
植
松
す

み
子
（
西
南
）
▽
伊
藤
博
（
黒
駒
）

▽
上
原
勝
（
西
長
）
▽
梅
野
千
里

（
坂
本
）
▽
笠
井
千
津
子
（
田
原
）

▽
亀
田
孝
博
（
繁
昌
）
▽
西
田
輝

己
（
下
宮
木
）
▽
別
府
直
（
別
府

東
）
▽
別
府
優
子
（
別
府
東
）
▽

深
田
正
一
（
玉
野
）
▽
坂
本
定
雄

（
島
）
▽
山
本
陽
三
（
上
若
井
町
）

▽
岡
本
修
（
大
内
）
▽
岡
本
忠
信

（
大
内
）
▽
大
豊
安
広
（
上
万
願
寺
）

▽
吉
田
博
（
北
）
▽
宮
崎
梅
数

（
下
芥
田
）
▽
上
月
敏
和
（
小
野
市
）

▽
佐
藤
浩
久
（
西
脇
市
）
▽
田
井

博
（
西
脇
市
）
▽
山
口
太
一
郎

（
加
東
郡
）
▽
平
田
雅
信
（
飾
磨
郡
）

通通通通
報報報報
はははは

ああああ
わわわわ
てててて
ずずずず
!!!!

急急急急
がががが
ずずずず
!!!!

正正正正
確確確確
にににに
!!!!

自
宅
か
ら
外
出
が
無
理
な
方
に
、

自
宅
ま
で
散
髪
に
行
っ
て
い
た
だ

く
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

お
母
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
れ
て
い
る
間
、
そ
の
お
子
さ
ん

の
相
手
を
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

お
話
し
が
得
意
な
方
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
に
分
か
れ
て
お
話
し
し

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

※
自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
見
つ
け
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
方
、
他
に
何
か
技
術
を
お
も

ち
の
方
、
随
時
募
集
中
で
す
。

現
在
加
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
は
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

講
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ベ
ン
ト
中
の
子
守
り
・

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
配
達
・
調
理
）、
介
助
（
託
老

所
・
リ
ハ
ビ
リ
・
盲
人
・
車
椅
子
）、

友
愛
訪
問
、
施
設
訪
問
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
等
指
導
、
子
供
会
育

成
、
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
美
容
・
理
容

サ
ー
ビ
ス
等
に
約
４
０
０
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
が
あ
り
ま
す
。

手
助
け
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と

き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
内
容
や
必
要
性
を
検
討
し
た

上
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し

ま
す
。（
内
容
に
よ
っ
て
お
断
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

申
込
・
問
合
先

加
西
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

空
い
た
時
間
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集
中

さまざまなイベントで活躍するボランティアさん
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日
　
時

４
月
25
日
（日）

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

コ
ー
ス

市
役
所→

フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
北
入
り
口
（
三
木
山
崎
線

経
由
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
経
由
の

２
コ
ー
ス
、
帰
り
の
送
迎
有
）

集
　
合

午
前
８
時
　
市
役
所
来

庁
者
用
駐
車
場

内
　
容

沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い

問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
「
か
た
つ
む
り
の
家
」（
電
話
43

│
０
３
６
１
）

市
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
世
論

の
動
向
を
正
し
く
把
握
し
、
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
11
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

年
間
３
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
と
３
回
程
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
11
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
ご
参
加
を
!!

す
。

応
募
資
格

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方

②
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
初
め
て

の
方

③
外
国
人
在
住
者
の
場
合
は
、
日

本
語
で
読
み
書
き
、
日
常
会
話

の
で
き
る
方

募
集
人
数

10
人

任
　
期

１
年
間

申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募

の
動
機
を
記
入
し
総
務
部
秘
書
広

報
課
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
　
切

５
月
７
日
（金）

問
合
先

秘
書
広
報
課
（
電
話
42

│
８
７
０
１
）

妻
の
生
き
方
を
理
解
し
認
め
て

い
く
夫
の
立
場
で
の
講
演
で
す
。

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
。

日
　
時

４
月
29
日
（祝）

14
時
30
分
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
　
師

向
井
万
起
男
氏
（
日
本

婦
人
研
修
講
座

人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
　
向
井

千
秋
氏
の
夫
・
慶
応
義
塾
大
学
医

学
部
助
教
授
）

演
　
題
「
女
房
は
宇
宙
を
め
ざ
し

た
」

入
　
場

無
料

問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

申
告
・
納
付
は
５
月
20
日
（木）
ま

で
に
必
ず
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

●
ふ
じ
色
と
赤
色
の
申
告
書

県
労
働
部
雇
用
保
険
課
、
西
脇

公
共
職
業
安
定
所
又
は
金
融
機
関

で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
告
書
の
集
合
受
付

日
　
時

５
月
10
日
（月）
、
14
日
（金）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

西
脇
公
共
職
業
安
定
所

（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１
）

問
合
先

県
労
働
部
雇
用
保
険
課
　

（
電
話
０
７
８
│
３
６
２
│
３
３
８
８
）

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
の
申
告
・

納
付
は
お
済
で
す
か

向井万起男氏

48,900 53,800 61,200238,001～268,000

募
集
期
間

４
月
15
日
（木）
〜

４
月
30
日
（金）

入
居
推
薦
募
集
戸
数

６
戸
（
単
身
申
込
不
可
）

内
　
訳

Ｍ
（
高
齢
者
世
帯
向
け
）

タ
イ
プ
２
Ｄ
Ｋ
55
平
方
メ
ー
ト
ル
、
Ｌ

タ
イ
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
65
平
方
メ
ー
ト
ル
、

Ｏ
タ
イ
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
74
平
方
メ
ー
ト
ル

入
居
推
薦
方
法

入
居
希
望
者
は
、
県
住
宅
供
給

公
社
に
推
薦
し
ま
す
。
尚
、
申
込
多

数
の
場
合
は
、
今
回
に
限
り
、
推
薦

順
位
を
抽
選
に
よ
り
決
定
。
以
後
空

室
が
生
じ
た
場
合
は
こ
の
順
序
に
よ

り
推
薦
し
ま
す
。（
有
効
期
間
は
原

則
と
し
て
１
年
、
更
新
可
）

抽
選
日

５
月
上
旬

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
関
係
書

類
を
添
え
て
都
市
建
設
部
管
理
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
県
内
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
。

②
原
則
と
し
て
家
族
構
成
が
複
数

で
あ
る
こ
と
。

③
入
居
資
格
収
入
基
準
に
合
致
さ

れ
る
方
。

④
現
在
、住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
。

⑤
入
居
許
可
日
か
ら
14
日
以
内
に

家
族
全
員
が
入
居
で
き
る
方
。

⑥
連
帯
保
証
人
の
あ
る
方
。

そ
の
他

現
在
北
条
鉄
筋
住
宅
に
入
居
希

望
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
で
、

当
住
宅
に
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ

る
方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
但

し
、
こ
の
場
合
は
北
条
鉄
筋
へ
の

申
し
込
み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
県
営
住
宅
へ
は
随
時
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。（
複
数
住
宅

へ
の
申
し
込
み
は
不
可
）

問
合
先

都
市
建
設
部
管
理
課
　

（
電
話
42
│
８
７
５
０
）

県
営
加
西
東
高
室
高
層
住
宅
（
通
称
荒
神
山
住
宅
）

││
募募募募
集集集集
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
││

収入基準と家賃（予定月額）

政令月収額 Ｍタイプ

21,300

25,900

30,600

35,400

40,800

※政令月収額とは、年間総所得金額から扶養控除等の額を控除した後の月平均額
※政令月収額200,001円以上の方は老人所帯、身障者所帯に限られます。

0～123,000

123,001～153,000

153,001～178,000

178,001～200,000

200,001～238,000

Lタイプ

24,500

29,700

35,200

40,600

46,900

Oタイプ

27,900

33,800

40,000

46,100

53,300

（単位：円）
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心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
が
、

各
種
学
校
・
施
設
等
に
通
学
及
び

寄
宿
す
る
た
め
の
費
用
を
援
助
し

ま
す
。（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
・

自
転
車
通
学
・
入
院
中
な
ど
の
方

は
対
象
外
で
す
。）
ま
た
、
介
護
者

が
必
要
と
み
と
め
ら
れ
る
場
合
は
、

併
せ
て
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

特
殊
児
童
通
園
（
所
）・

就
学
援
助
金
の
お
知
ら
せ

い
ず
み
会
は
「
私
達
の
健
康
は

私
達
の
手
で
」
を
合
い
言
葉
に
、

自
分
の
家
族
や
地
域
住
民
の
食
生

活
改
善
に
よ
り
地
域
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

平
成
11
年
５
月
〜
平

成
12
年
１
月
の
毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

（
５
月
は
第
４
火
曜
日
の
み
、
ま
た

偶
数
月
は
第
２
火
曜
日
の
み
）

募
集
人
員

30
名

講
座
内
容

食
品
の
選
び
方
・
調

理
方
法
・
食
事
の
仕
方
・
年
代
別

食
生
活
・
生
活
習
慣
病
予
防
等

申
込
締
切

５
月
７
日
（金）

申
込
先

加
西
保
健
所
健
康
課
　

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

山
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
、
枯
木
の
伐
採
の
場
合
を
除
き
、

伐
採
開
始
日
の
90
日
か
ら
30
日
前

ま
で
に
市
長
に
届
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
保
安
林
の
場
合
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
）

問
合
先

農
林
共
済
課

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

木
の
伐
採
は

事
前
に
届
出
を

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

対
　
象

市
内
の
方
で
花
壇
及
び

玄
関
先
、
庭
、
壁
面
、
垣
根
等
が

花
で
飾
ら
れ
環
境
の
美
化
が
図
ら

れ
て
い
る
も
の

①
個
人
部
門

個
人
の
一
般
家
庭

②
団
体
部
門

学
校
や
地
域
の
団

体

③
企
業
部
門

喫
茶
店
、
商
店
、

会
社
等

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
で
４
月
末
日

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
公

園
緑
化
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

花
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
と
緑
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

特
　
典

花
の
種
子
や
、
花
づ
く

り
テ
キ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

年
会
費

個
人
　
５
０
０
円

団
体
　
２，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
公

園
緑
化
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

会
員
募
集

花
と
緑
の
協
会

花
の
ま
ち
加
西
参
加
者
募
集

花
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

緑
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
森
林

や
緑
を
整
備
し
、
緑
豊
か
で
住
み

や
す
い
環
境
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
緑
の
募
金

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間

５
月
31
日
（月）
ま
で

な
お
、
昨
年
度
の
募
金
は
花
の

種
購
入
や
古
法
華
自
然
公
園
の
松

の
予
防
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
緑
化
推
進
委
員

会
（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て
、
指
定

の
県
立
施
設
等
２
ヵ
所
以
上
を
見

学
す
る
地
域
団
体
な
ど
に
、
バ
ス

借
り
上
げ
費
用
の
１
／
２
（
１
日

コ
ー
ス
・
５
万
円
を
限
度
、
１
泊

２
日
コ
ー
ス
10
万
円
を
限
度
）
を

助
成
し
ま
す
。

只
今
、
第
１
期
分
（
４
月
〜
６

月
に
実
施
）
分
を
募
集
中
で
す
。

問
合
先

東
播
磨
県
民
局
県
民
課

（
電
話
０
７
９
４
│
24
│
１
１
０
１

（
内
線
２
１
５
））

「
走
る
県
民
教
室
」

参
加
団
体
の
募
集

緑
の
募
金
に

ご
協
力
を
!

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

国民年金は20歳から加入して60歳までの40年間保
険料を納め続けなければなりません。しかし病気や失
業などで保険料を納めることが困難になる場合もありま
す。このようなときには保険料の免除制度があります。
※平成11年度の国民年金保険料は10年度と同額（据え置き）です。
問合先 市民課年金係（��8722）

保険料の免除制度があります!

支給限度額（月額）

幼・小・中 高　校

通学者 5,000円 2,500円

介護者 5,000円 2,500円

寄宿舎 3,000円 1,500円

国民年金保険料の納付が困難な場合は
平成11年度固定資産税全期・第1期分、
国民健康保険税第1期分の納期は

4444月33330000日（金）です。
問合先 税務課（��8713、8712）
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お く や み

藤田はるゑ 80 正　樹 繁　昌
小林　芳一 85 保 宮　前
志方　たみ 94 勉 国　正
齋藤　勇 72 勇　人 畑
高瀬　朝治 79 昭　夫 朝　妻
小西かずゑ 89 正　夫 駅　前
長田やすゑ 88 義　一 古坂１丁目
山田　六郎 82 登喜男 西笠原
神田　徳夫 69 勝 大　工
山本木代松 69 亮　介 東横田
宮崎　康男 55 真　臣 西　南
石野　峻 76 利　之 小　谷
本防　岩吉 82 正　一 鎮　岩
井藤　いせ 90 敏　宏 西　南
増田　亀利 88 利　弘 西谷東
山下すゑの 93 通　元 山下中
金沢　ひさ 84 照　雄 鴨　谷
三宅喜美代 62 一　成 新　生
小田　良隆 49 仁　美 笠　屋
石原キミ子 79 茂　明 繁　陽
高橋　孝子 65 良　一 乙和泉
東一　豊子 64 昭　彦 東野田
竹内としゑ 94 毅 小印南
原田　雅貴 37 英　昭 横　尾
宮崎美代子 58 清一 福　居
西村　しげ 93 武　人 上宮木
玉木重次郎 94 学 西　長
谷川　行夫 84 俊　徳 下若井
森本　孝治 73 智 佐　谷

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（３月31日受付分まで・敬称略）

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
不
安
か
ら
深
刻
な
悩
み
ま
で
、

親
子
で
遊
び
な
が
ら
相
談
で
き
る

「
ひ
よ
っ
こ
タ
イ
ム
」
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？

日
　
時

毎
週
月
曜
〜
金
曜

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

児
童
療
育
室

対
　
象

市
内
在
住
で
保
育
園
入

所
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

費
　
用

無
料

申
込
先

健
康
福
祉
会
館
児
童
療

育
室
（
電
話
42
│
６
７
０
４
）

※
一
般
の
児
童
福
祉
相
談
も
面

接
・
電
話
共
に
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
。（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

親
子
で
遊
ん
で
育
児
不
安
解
消

子
育
て
支
援
「
ひ
よ
っ
こ
タ
イ
ム
」

募
集
締
切

４
月
21
日
（水）

第
1
次
試
験

５
月
22
日
（土）

募
集
人
員
、
受
験
資
格
等

●
男
子
Ａ
（
約
35
名
）
昭
和
43
年

10
月
２
日
〜
同
52
年
10
月
１
日
生

ま
れ
で
４
年
制
大
学
既
卒
の
方

（
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験

が
通
算
３
年
以
上
の
方
）

●
男
子
Ｂ
（
約
55
名
）
昭
和
43
年

12
月
２
日
〜
同
56
年
12
月
１
日
生

ま
れ
で
大
学
以
外
を
卒
業
の
方

（
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験

が
通
算
７
年
以
上
の
方
）

●
男
子
Ａ
Ｃ
（
約
55
名
）
昭
和
44

年
４
月
２
日
〜
同
53
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
４
年
制
大
学
卒
業
見
込

み
の
方

●
婦
人
Ａ
（
約
15
名
）
昭
和
44
年

警
察
官
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

４
月
２
日
〜
同
53
年
４
月
１
日
生

ま
れ
で
４
年
制
大
学
既
卒
及
び
４

年
制
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

問
合
先

加
西
警
察
署

（
電
話
42
│
０
１
１
０
）

４
４
０
名
の
青
年
が
洋
上
生
活

を
共
に
し
、
中
国
の
北
京
や
天
津
、

上
海
を
訪
問
す
る
な
ど
13
日
間
の

団
体
生
活
を
お
く
り
ま
す
。

実
施
期
間

８
月
13
日
〜
25
日

参
加
資
格

平
成
11
年
４
月
１
日

現
在
、
兵
庫
県
内
に
居
住
し
、
年

齢
が
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

募
集
人
員

75
名

参
加
費

16
万
円

問
合
先

（財）
兵
庫
県
青
少
年
本
部

青
少
年
国
際
交
流
担
当
（
電
話
０

７
８
│
３
６
０
│
８
５
８
１
）

近
畿
青
年
洋
上
大
学

参
加
者
募
集

加西市への寄付
☆市立加西病院寄付金
○南町 十河　義郎 10万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○中富町 富永　成昭 10万円
○栄町 斧田　　茂 10万円

○北条町住屋町 岡本　教穂 50万円
○殿原町 森本　博之 10万円
○西長町 上原　秀博 10万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾　 水田美智子 2万円
○匿名 2万5千円

善意の花束

（受付順　敬称略）

一般預託
○カラオケ喫茶　有喜 3万1,691円
物品預託
○中富町　富永成昭 車イス1台

西
暦
２
０
０
０
年
３
月
18
日
か

ら
半
年
間
、
淡
路
島
で
開
催
さ
れ

る
花
と
緑
の
国
際
博
覧
会
「
ジ
ャ

パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」
の
第

１
期
前
売
入
場
券
が
発
売
中
で
す
。

こ
の
博
覧
会
は
大
阪
花
博
に
次

ぎ
、
わ
が
国
で
２
回
目
の
園
芸
と

造
園
の
国
際
博
覧
会
で
す
。

前
売
券
は
、
最
寄
り
の
旅
行
代

理
店
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
な
ど
で
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
入
場
券

大
人
２，
３
０
０

円
（
当
日
２，
９
０
０
円
）

フ
ロ
ー
ラ
パ
ス
（
全
期
間
通
用
入

場
券
）
大
人
６，
３
０
０
円
（
当
日

７，
９
０
０
円
）

問
合
先

ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２

０
０
０
入
場
券
販
売
管
理
本
部

（
電
話
０
７
８
│
３
６
６
│
１
４
９
０
）

大
橋
わ
た
れ
ば
、
花
の
島

花
と
緑
の
国
際
博
覧
会

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
2
0
0
0
」

前
売
券
公
表
発
売
中
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H11.4.1現在（前月比）
人　口／ 52,610（－117） 世帯数／ 15,666（＋16）
男　／ 25,521（－ 93） 女　／ 27,089（－24）

62
さやも、種子も熟す
ると黒くなります。

道
ば
た
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
ご

く
普
通
に
見
ら
れ
る
マ
メ
科
の
つ
る

草
で
す
。
花
は
１
〜
２
�
の
小
さ

い
も
の
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
淡

紅
色
か
ら
紅
紫
色
と
変
化
が
あ
り

美
し
い
も
の
で
す
。

豆
果
（
さ
や
）
は
平
た
く
、
熟

す
る
と
中
の
種
子
と
と
も
に
黒
く

な
る
の
で
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
托
葉
に
は

黒
紫
色
の
は
ん
紋
が
あ
っ
て
、
こ
こ

か
ら
蜜
を
出
す
と
い
う
変
わ
っ
た

特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
蜜
を

な
め
る
た
め
に
よ
く
ア
リ
が
茎
を

登
っ
て
い
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午後0時50分～55分

みなさんが臓器提供の意思を表示されることにより、重い病気で苦しんでいる方々のいの
ちが救われます。
しかし、臓器提供に関して、個人により考え方が異なるのは当然のことであり、「提供した
い」「提供したくない」というどちらの意志も尊重されます。
また、たとえ本人が臓器を提供する意思
を持っていても、家族の反対があれば移植
は行われません。家族で提供について話し
合い、自分の意志を表示しましょう。

市役所（市民相談室・保険課・健康福祉課）、健
康増進センター、市立加西病院、各公民館、加西保
健所

臓器提供意志表示について

ドナー（臓器提供希望者）になるには

☆問合先 福祉部健康福祉課（電話42-8728）

「臓器提供意志表示カード」に自分の意志を記入
し、署名します。さらにカードは常に携帯しておき、
家族にカードの所持について伝えておくことが大切
です。

意志表示カードは次のところに置いてあります
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地域振興券の交付申請はお済みですか？
★申請期間：9月20日（月）まで（使用期間も同じ）

★申請場所：加西市役所

該当すると思われる方は申請を行ってください。

★問合先 企画室（電話42-8700）


